
平成 22年度年次報告

課題番号：7014

（１）実施機関名：

気象庁

（２）研究課題（または観測項目）名：

火山活動の総合判断

（３）最も関連の深い建議の項目：

1. 地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（2）地震・火山現象に関する予測システムの構築

（2-2）火山噴火予測システム

イ．噴火シナリオに基づく噴火予測

（４）その他関連する建議の項目：

（５）本課題の５か年の到達目標：

　防災関係機関の防災活動に資するため、引き続き全国の火山活動の状況について総合的な判断を実

施する。特に噴火が近づいた火山や噴火中の火山について、最新の研究成果に基づき現在の状態から

火山噴火や噴火終息に至るまでの過程についての噴火推移の予測を試みる。

（６）本課題の５か年計画の概要：

　年３回開催予定の火山噴火予知連絡会（定例会）において、全国の火山活動の総合的な評価を実施

する。また、火山噴火発生等の異常時に開催する臨時の幹事会や連絡会（定例会、臨時会）において、

火山噴火の可能性や火山活動の推移の予測等について評価し、火山噴火予知連絡会統一見解等の判断

結果については報道発表や気象庁の火山情報で公表する。

（７）平成 22年度成果の概要：
　第 116回（平成 21年 6月 16日）、第 117回（平成 22年 10月 13日）及び第 118回（平成 23年 2

月 15日）の 3回の火山噴火予知連絡会（定例会）を開催し、全国の火山活動の状況についての検討を

行った。検討結果は、「全国の火山活動の評価」として取りまとめ、報道発表、気象庁の「火山の状況

に関する解説情報」で発表するとともに、気象庁のホームページ等で公表した。

　また、平成 23年 1月下旬から活発化した霧島山（新燃岳）の活動に関する総合的判断を行うため、

２月３日に拡大幹事会を開催し、拡大幹事会見解を取りまとめ、報道発表、気象庁の「火山の状況に

関する解説情報」で発表するとともに、気象庁のホームページ等で公表した。霧島山（新燃岳）の活

動に関しては、２月 15日の定例の連絡会においても、桜島とともに重点的に検討を行い、その判断の

結果を「霧島山（新燃岳）の火山活動に関する検討結果」として発表した。

（８）平成 22年度の成果に関連の深いもので、平成 22年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：
火山噴火予知連絡会会報 104～105号

（９）平成 23年度実施計画の概要：
　年３回の火山噴火予知連絡会（定例会）を開催し、全国の火山活動の総合的な評価を実施する。ま

た、火山に異常が発生した場合には、必要に応じ臨時の幹事会や連絡会等を開催し、火山噴火の可能



性や火山活動の推移の予測等についての総合的な判断を行う。判断の結果は、報道発表や気象庁の火

山情報で公表する。

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
火山噴火予知連絡会事務局（気象庁地震火山部火山課）

他機関との共同研究の有無：有

火山噴火予知連絡会委員、火山噴火予知連絡会委員等所属機関その他火山観測研究機関

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：地震火山部管理課 　地震調査連絡係長

電話：03-3212-8341（内線：4514）

e-mail：jmajishin kanrika@met.kishou.go.jp

URL：http://www.jma.go.jp


